
一

は
じ
め
に

筆
者
は
、
京
都
の
「
祇
園
」
の
地
名
表
記
（
漢
字
）
に
つ
い
て
、
実
態
と
し
て

は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
非
文
献
資
料
（
店
舗

の
看
板
や
道
路
標
識
な
ど
）
に
よ
る
研
究
を
す
す
め
て
い
る
、
當
山
（
二
〇
〇
六

ａ
・
ｂ
・
ｃ
・
ｄ
・
二
〇
〇
七
）。
現
時
点
ま
で
に
判
明
し
た
概
要
は
、
次
の
と

お
り
で
あ
る
。（
な
お
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
文
書
の
表
記
の
将
来

的
な
安
定
性
の
た
め
、「
祇
（
ネ
）」「
祇
（
示
）」
の
表
記
法
を
採
用
す
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
後
述
、
二
の
（
三
）
を
参
照
。）

（
一
）
祇
園
の
「
し
め
す
へ
ん
」
に
つ
い
て
は
、

①
京
都
の
「
祇
園
」
の
伝
統
的
使
用
字
体
は
「
祇
（
ネ
）」
で
あ
る
。

②
祇
園
地
区
に
お
い
て
も
、
現
代
的
な
繁
華
街
で
は
、「
祇
（
示
）」
を
ふ
く

め
、
ロ
ー
マ
字
表
記
な
ど
様
々
な
「
祇
園
」
の
表
記
が
あ
る
。

③
印
刷
物
（
活
字
）
に
お
い
て
も
、
全
国
的
な
一
般
的
な
書
物
で
は
、「
祇

（
示
）」
が
通
常
で
あ
る
が
、
京
都
地
域
限
定
の
ロ
ー
カ
ル
な
出
版
物
で

は
「
祇
（
ネ
）」
を
確
認
で
き
る
。

（
二
）
祇
園
の
右
旁
（
つ
く
り
）「
氏
」
に
つ
い
て
は
、

①
辞
書
的
な
規
範
で
は
、「
祗
」（
右
旁
の
下
に
「
一
」
を
付
加
）
は
誤
字
と

さ
れ
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
文
献
資
料
・
非
文
献
資
料
と
も
に
か
な

り
の
「
祗
園
」
の
用
例
を
見
い
だ
せ
る
。

②
「
祗
園
」
は
、
近
世
の
浮
世
絵
・
名
所
図
絵
な
ど
歴
的
資
料
で
も
確
認
で

き
、
あ
る
種
の
標
準
的
・
慣
用
的
な
用
字
法
と
し
て
、
現
代
に
ま
で
受
け

継
が
れ
て
き
て
い
る
も
の
と
推
測
で
き
る
。（
た
だ
し
、
歴
史
資
料
の

「
し
め
す
へ
ん
」
は
「
ネ
」
で
あ
る
。）

本
稿
は
、
上
記
の
諸
論
考
で
あ
つ
か
っ
た
資
料
の
う
ち
「
非
文
献
資
料
」
に
つ

い
て
、
文
字
論
・
文
字
史
研
究
に
お
い
て
、
い
か
な
る
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ

る
か
、
ま
た
、
そ
の
資
料
と
し
て
の
問
題
点
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
に
つ

い
て
、
考
察
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

結
論
し
て
は
、
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

（
一
）
非
文
献
資
料
は
、
文
字
論
・
文
字
史
研
究
に
重
要
な
意
義
が
あ
る
。
従
来

の
文
献
資
料
に
依
拠
し
た
文
字
論
・
文
字
史
か
ら
、
新
た
な
研
究
領
域
を
拓

く
可
能
性
が
あ
る
。
特
に
、
辞
書
的
規
範
字
体
と
、
現
実
的
な
標
準
・
慣
用
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字
体
と
の
差
違
に
つ
い
て
、
有
効
な
資
料
と
な
る
。

（
二
）
研
究
資
料
と
し
て
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
点
に
留
意
が
必
要
で
あ

る
。

①
そ
の
文
字
を
そ
の
状
況
で
使
用
す
る
こ
と
の
必
然
性
に
つ
い
て
、
社
会
言

語
学
の
観
点
か
ら
考
察
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
。

②
文
献
資
料
を
も
ふ
く
め
て
全
体
的
な
視
野
か
ら
と
り
あ
つ
か
う
必
要
が
あ

る
こ
と
。

（
三
）
将
来
の
よ
り
有
効
な
利
用
の
た
め
に
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
情
報
の
利
用
に
よ
る
Ｇ

Ｉ
Ｓ
（
空
間
情
報
処
理
）
研
究
の
手
法
を
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

二

な
ぜ
「
祇
」
を
研
究
対
象
と
す
る
の
か

筆
者
が
、「
祇
園
」
を
非
文
献
資
料
に
よ
る
文
字
研
究
の
対
象
と
し
た
理
由
は
、

次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

（
一
）
辞
書
的
な
規
範
で
は
、「
祇
園
」
は
「
祇
（
示
）」
で
あ
る
。
し
か
し
、
現

実
の
表
記
と
し
て
は
、「
祇
（
ネ
）
園
」
と
書
く
か
「
祇
（
示
）
園
」
と
書
く

か
、
一
見
す
る
と
、
か
な
り
混
乱
し
た
状
態
に
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

（
二
）「
祇
」
は
、
常
用
漢
字
外
の
字
で
あ
る
。
し
か
し
、
印
刷
標
準
字
体
（
表
外

漢
字
）
に
ふ
く
ま
れ
、
そ
の
「
し
め
す
へ
ん
」
は
、
許
容
三
部
首
に
う
ち
に

ふ
く
ま
れ
る
。「
ネ
」「
示
」
に
つ
い
て
は
許
容
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
だ
か

ら
こ
そ
、
現
実
の
使
用
字
体
の
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

（
三
）
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
使
用
す
る
文
字
と
し
て
、
字
体
変
更
の
対
象
と
な
っ
て

JIS
X
0213:2004

い
る
。『

７
ビ
ッ
ト
及
び
８
ビ
ッ
ト
の
２
バ
イ
ト
情
報

JIS
X

交
換
用
符
号
化
拡
張
漢
字
集
合
（
追
補
１
）』
に
お
い
て
、
現
行
の
『

（
１
）

0208

』
か
ら
、
字
体
変
更
に
な
る
文
字
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
文
字
は
、
旧

78JIS
83JIS

『

』
の
「
祇
（
示
）」
か
ら
、
現
行
『

』
の
「
祇
（
ネ
）」
に
か

JIS
X
0213:2004

わ
り
、
さ
ら
に
、
次
期
『

』
で
「
祇
（
示
）」
に
も
ど
る
、

と
い
う
経
緯
を
た
ど
る
文
字
で
あ
る
。
し
か
し
、
非
文
献
資
料
は
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
へ
の
依
存
度
が
ひ
く
い
も
の
で
あ
る
。

（
四
）
非
文
献
資
料
と
し
て
豊
富
に
存
在
す
る
。
京
都
の
祇
園
地
域
は
、
国
際
的

な
観
光
地
で
も
あ
り
、
数
多
く
の
非
文
献
資
料
が
存
在
し
、
し
か
も
、
そ
れ

ら
が
地
理
的
に
集
中
し
て
い
る
。
実
際
に
祇
園
地
区
を
歩
け
ば
、
数
多
く
の

「
祇
園
」
の
文
字
を
目
に
す
る
。
店
舗
や
商
品
名
、
バ
ス
停
、
観
光
案
内
地

図
、
な
ど
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
・
京
阪
四
条
駅

に
は
、
祇
園
方
面
の
行
き
先
案
内
表
示
が
多
く
あ
る
。

（
五
）
全
国
各
地
に
「
祇
園
」
の
地
名
が
存
在
す
る
。
現
在
の
八
坂
神
社
は
、
近

世
以
前
は
祇
園
社
と
称
さ
れ
、
そ
の
信
仰
は
全
国
に
お
よ
び
、
各
地
に
「
祇

園
」
の
地
名
や
駅
名
な
ど
が
あ
る
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
博
多
や
広

島
に
、「
祇
園
」
の
地
名
が
か
な
り
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
存
在
す
る
。

（
六
）
文
献
資
料
が
豊
富
に
あ
る
。
観
光
案
内
や
地
図
、
地
名
辞
典
な
ど
、
京
都

の
祇
園
地
域
に
限
っ
て
も
、
現
在
の
文
献
資
料
が
数
多
く
存
在
す
る
。
ま
た
、

祇
園
地
域
の
風
物
や
歴
史
、
そ
こ
の
芸
舞
妓
に
つ
い
て
書
か
れ
た
書
物
も
多

く
あ
る
。

（
七
）
歴
史
的
資
料
が
豊
富
に
あ
る
。「
祇
園
」
は
、『
平
家
物
語
』
の
冒
頭
「
祇

園
精
舎
の
鐘
の
声
…
…
」
と
し
て
有
名
で
あ
る
。『
平
家
物
語
』
に
限
定
し

て
も
、
数
多
く
の
「
祇
園
」
の
表
記
を
歴
史
的
に
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
祇
園
社
を
題
材
に
し
て
、
多
く
の
浮
世
絵
・
名
所
図
絵
が
描
か
れ
て

（
２
）

（
３
）

非
文
献
資
料
に
よ
る
文
字
論
の
課
題
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い
る
。
そ
れ
ら
に
は
、
当
然
「
祇
園
」
の
文
字
を
見
い
だ
せ
る
。

つ
ま
り
、「
祇
園
」
の
表
記
は
、
通
時
的
・
共
時
的
に
ひ
ろ
が
り
が
あ
る
と
同
時
に
、

資
料
の
面
で
も
、
旧
来
の
文
献
資
料
の
他
に
、
非
文
献
資
料
が
豊
富
に
存
在
し
、

文
字
研
究
の
対
象
と
し
て
、
き
わ
め
て
豊
富
な
研
究
材
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
も

の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

三
「
祇
園
」
の
表
記
に
つ
い
て
の
非
文
献
資
料
に
よ
る
実
態

調
査

現
時
点
で
は
、
次
の
よ
う
な
結
果
を
得
て
い
る
。
既
に
別
に
発
表
し
、
論
文
に

も
書
い
た
こ
と
で
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
は
概
要
の
み
を
し
め
す
。

（
一
）
辞
典
類
の
規
範
的
表
記
（
き
わ
め
て
一
般
的
な
辞
書
・
辞
典
類
で
あ
る
の

で
、
書
名
・
出
版
社
・
刊
行
年
・
版
な
ど
は
、
適
宜
略
す
。）

辞
書
・
辞
典
類
を
見
る
限
り
、
規
範
的
な
表
記
と
し
て
「
祇
（
示
）
園
」
が

採
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
実
際
の
現
地
「
祇
園
」
の
表
記
の

実
態
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
い
。

①
辞
書
（
漢
和
辞
典
）
の
伝
統
的
な
規
範
的
字
体
は
、「
祇
（
示
）」
で
あ
る
。

『
新
字
源
』（
角
川
書
店
）
や
『
大
漢
和
辞
典
』（
大
修
館
書
店
）
な
ど
。

し
か
し
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
漢
和
辞
典
は
、「
祇
（
ネ
）」
を
併
記
す
る
。

JIS

『
新
漢
語
林
』（
大
修
館
書
店
）
な
ど
。
こ
れ
は
、
現
行
の

漢
字
（
コ

83JIS

ン
ピ
ュ
ー
タ
で
利
用
す
る
漢
字
）
の
字
体
（『

』
の
所
謂
拡
張
新
字

体
）
に
対
応
し
て
の
も
の
で
あ
る
。

②
地
名
辞
典
・
歴
史
辞
典
・
国
語
辞
典
な
ど
の
「
祇
園
」
の
表
記
は
、「
祇

（
示
）」
で
あ
る
。
例
え
ば
、
角
川
書
店
・
平
凡
社
の
地
名
辞
典
、『
国
史

大
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
）、『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
小
学
館
）、
な
ど
で
あ

る
。

（
二
）
祇
園
の
表
記

京
都
の
祇
園
地
域
は
、
限
定
的
で
あ
る
と
は
い
っ
て
も
、
そ
の
内
部
を
観
察
す

る
と
、
い
く
つ
か
の
特
徴
の
あ
る
地
域
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
筆
者
は
、
次

の
五
ヶ
所
に
エ
リ
ア
分
類
し
た
。

①
四
条
通

南
座
か
ら
八
坂
神
社
（
石
段
下
）
ま
で
の
地
域

②
花
見
小
路
の
四
条
以
南

最
も
花
街
と
し
て
の
祇
園
ら
し
い
景
観
を
保
全

し
て
い
る
地
域

③
白
川
・
辰
巳
神
社
近
辺

こ
こ
も
祇
園
の
風
情
を
残
し
て
い
る
地
域

④
八
坂
神
社
境
内

⑤
そ
の
他
の
一
般
的
な
繁
華
街
と
し
て
の
地
域

以
上
の
よ
う
に
分
類
し
た
結
果
、
次
の
よ
う
な
結
論
を
得
た
。

①
「
祇
（
ネ
）
園
」「
祇
（
示
）
園
」
が
混
雑
し
て
見
ら
れ
る
の
は
、
⑤
の
繁

華
街
の
地
域
に
集
中
し
て
い
る
。

②
伝
統
的
景
観
を
保
全
す
る
花
街
、
四
条
通
・
八
坂
神
社
な
ど
で
は
、「
祇

（
ネ
）
園
」
が
基
本
で
あ
る
。

ま
た
、
祇
園
地
域
の
エ
リ
ア
分
類
以
外
に
、
個
別
的
事
例
を
観
察
す
る
と
次
の

よ
う
な
現
象
が
み
ら
れ
る
。

①
郵
便
局
・
ポ
ス
ト

祇
園
郵
便
局
の
局
名
と
し
て
は
「
祇
（
ネ
）
園
」。

「
祇
園
町
北
側
／
南
側
」
と
あ
る
三
ヶ
所
の
ポ
ス
ト
（
筆
跡
は
同
一
の
手

書
き
）
の
う
ち
、
二
例
（
四
条
通
・
東
山
通
）
は
「
祇
（
ネ
）
園
」、
花
見

小
路
の
も
の
は
「
祇
（
示
）
園
」（
こ
れ
は
古
い
丸
形
の
ポ
ス
ト
に
な
っ
て
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い
る
）。

②
京
阪
電
車
・
バ
ス

京
阪
の
駅
（
四
条
）・
バ
ス
停
は
「
祇
（
ネ
）
園
」
を

使
用
。

③
京
都
市
バ
ス

以
前
は
「
祇
（
ネ
）
園
」
で
あ
っ
た
も
の
が
、
近
年
「
祇

（
示
）
園
」
に
変
更
さ
れ
た
。

④
住
所
表
示
「
東
山
区
～
～
」
と
公
的
に
表
示
さ
れ
た
住
所
表
示
板
は
、

す
べ
て
「
祇
（
ネ
）
園
」。

（
三
）
非
文
献
資
料
に
よ
る
祇
園
の
表
記
に
つ
い
て
調
査
結
果

以
上
、
非
文
献
資
料
の
み
を
材
料
と
し
て
、
祇
園
の
表
記
に
つ
い
て
の
調
査
結

果
を
ま
と
め
る
。

①
基
本
は
「
祇
（
ネ
）」。

②
庶
民
的
繁
華
街
に
お
い
て
は
、「
祇
（
示
）」
な
ど
種
々
の
表
記
。

③
京
都
市
バ
ス
は
、「
祇
（
ネ
）」
か
ら
、「
祇
（
示
）」
に
変
更
。

四

非
文
献
資
料
の
特
徴

従
来
、
文
字
研
究
に
お
い
て
は
、
文
献
資
料
が
も
ち
い
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

最
近
に
な
っ
て
、
や
や
異
な
る
方
向
の
研
究
成
果
も
出
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

笹
原
（
二
〇
〇
六
・
二
〇
〇
七
ａ
・
ｂ
）
で
は
、
本
稿
で
い
う
非
文
献
資
料
も
利

用
さ
れ
て
い
る
し
、
横
山
（
二
〇
〇
六
ａ
・
ｂ
・
ｃ
）
で
は
、
異
体
字
の
選
好
調

査
と
統
計
処
理
と
い
う
、
新
た
な
文
字
論
の
視
点
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
、
本
稿
で
あ
つ
か
っ
て
い
る
非
文
献
資
料
が
ど
の
よ
う

な
特
徴
を
も
っ
た
資
料
で
あ
る
の
か
、
従
来
の
文
献
資
料
と
比
較
し
な
が
ら
、
要

点
を
ま
と
め
る
。

（
一
）
年
代
不
詳
で
あ
る
こ
と
。
文
献
資
料
で
あ
れ
ば
、
書
籍
・
古
文
書
の
類
に

は
、
年
紀
が
記
さ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
し
か
し
、
非
文
献
資
料
は
、
基

本
的
に
年
紀
が
不
明
で
あ
る
。（
た
だ
し
、「
祇
園
」
の
場
合
、
例
外
的
に
、

八
坂
神
社
境
内
に
お
い
て
、
年
紀
の
明
確
な
事
例
を
発
見
で
き
る
。
元
禄
十

四
年
の
石
の
常
夜
灯
や
、
昭
和
十
四
年
の
絵
馬
な
ど
が
、
確
認
で
き
る
。）

（
二
）
紙
を
媒
体
と
し
な
い
の
が
通
常
で
あ
る
こ
と
。
提
灯
に
書
か
れ
た
文
字
な

ど
は
、
確
か
に
紙
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
、
文
書
と
し
て
あ
つ
か
う
こ
と
は

通
常
は
な
い
。
木
・
鉄
板
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
に
書
か
れ
る
か
、
こ
れ
ら

を
材
料
と
し
て
、
文
字
の
形
に
加
工
し
た
も
の
が
利
用
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の

耐
用
年
数
は
、
紙
に
比
較
す
れ
ば
短
い
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
せ
い

ぜ
い
、
十
数
年
～
数
十
年
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
石
碑
な
ど
の
文
字
は
、
百

年
以
上
の
耐
用
年
数
が
あ
る
。

（
三
）
残
ら
な
い
こ
と
。
耐
用
年
数
が
過
ぎ
れ
ば
、
廃
棄
さ
れ
、
新
し
く
更
新
さ

れ
る
。
書
物
・
文
書
の
よ
う
に
、
図
書
館
や
資
料
館
な
ど
に
保
存
さ
れ
て
残

る
こ
と
が
な
い
。

（
四
）
手
書
き
で
あ
る
こ
と
。
楷
書
・
行
書
な
ど
手
書
き
書
体
の
も
の
が
多
い
。

ま
た
、
書
体
と
し
て
印
刷
用
の
明
朝
体
・
ゴ
シ
ッ
ク
体
な
ど
を
採
用
し
て
い

る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
機
械
的
な
印
刷
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
職
人
の
手

に
よ
る
手
書
き
文
字
で
あ
る
。

（
五
）
伝
承
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
年
代
不
詳
、
残
ら
な
い
、
保
存
さ
れ
な

い
も
の
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
一
般
の
規
範
的
・
標
準
的
字
体
（
常
用
漢

字
体
、
印
刷
標
準
字
体
、
あ
る
い
は
、
漢
和
辞
典
等
に
記
載
の
字
体
）
の
影

響
を
、
直
接
う
け
る
も
の
で
は
な
く
、
当
該
地
域
の
人
々
や
、
製
作
に
あ
た

非
文
献
資
料
に
よ
る
文
字
論
の
課
題
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る
職
人
た
ち
の
意
識
の
な
か
で
、
伝
承
さ
れ
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
特
に
、

「
祇
園
」
の
場
合
、
古
く
か
ら
の
花
街
と
し
て
の
伝
統
が
あ
り
、
八
坂
神
社

の
祭
礼
行
事
と
し
て
七
月
に
お
こ
な
わ
れ
る
祇
園
祭
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
伝

統
的
行
事
の
伝
承
の
な
か
で
、
文
字
も
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

（
六
）
実
用
的
で
あ
る
こ
と
。
道
路
標
識
や
観
光
案
内
地
図
な
ど
は
、
そ
の
文
字

を
読
ん
で
現
地
に
た
ど
り
つ
け
な
け
れ
ば
用
を
な
さ
な
い
。
特
に
、「
祇
園
」

の
場
合
、
前
述
の
ご
と
く
、
単
な
る
地
名
（
固
有
名
詞
）
表
記
に
と
ど
ま
ら

な
い
実
用
性
が
要
求
さ
れ
る
。

筆
者
が
「
祇
園
」
の
調
査
で
対
象
と
し
た
も
の
は
、
具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
再
確
認
し
て
お
き
た
い
。

①
道
路
標
識

②
京
都
市
バ
ス
・
京
阪
バ
ス
の
バ
ス
停
・
路
線
図
な
ど

③
観
光
案
内
の
地
図
（
街
頭
に
観
光
客
用
に
掲
示
さ
れ
て
い
る
も
の
）

④
商
店
の
看
板
の
文
字
（
商
店
名
・
商
品
名
な
ど
）

⑤
郵
便
局
名
・
郵
便
ポ
ス
ト
に
記
載
の
住
所
表
示

⑥
提
灯
・
灯
籠
に
書
か
れ
た
文
字
（
主
に
八
坂
神
社
）

⑦
住
居
表
示
（
個
人
の
住
所
で
は
な
く
、
当
該
場
所
が
京
都
市
の
ど
の
町
名

で
あ
る
か
の
公
的
表
示
）

⑧
そ
の
他
公
的
な
も
の
（
交
番
の
名
称
な
ど
）

以
上
の
よ
う
な
、
非
文
献
資
料
の
採
取
は
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
画
像
デ

ー
タ
の
収
集
と
い
う
方
法
に
よ
る
。
い
や
、
逆
に
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
が
手
軽
に

つ
か
え
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
そ
の
画
像
管
理
が
お
こ
な
え
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら

（
４
）

こ
そ
、
こ
こ
で
筆
者
が
こ
こ
ろ
み
た
よ
う
な
、
非
文
献
資
料
に
よ
る
文
字
研
究
が

可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
資
料
収
集
の
過
程
や
画
像
デ
ー
タ
の
処
理
、

ま
た
、
非
文
献
資
料
そ
の
も
の
の
特
質
に
お
い
て
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
な
課
題

が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
以
下
、
各
論
と
し
て
、
個
別
に
課
題
を
検
討
す
る
。

五
─
一

課
題
（
一
）
ど
の
範
囲
が
資
料
と
し
て
利
用
可
能
か

「
祇
園
」
は
い
わ
ゆ
る
祇
園
地
域
の
総
称
で
も
あ
る
と
同
時
に
、「
祇
園
町
北

側
／
南
側
」
と
し
て
、
地
名
表
示
と
し
て
も
存
在
す
る
。
こ
の
場
合
、
公
的
な
も

の
に
書
か
れ
た
例
（
例
え
ば
バ
ス
停
な
ど
）
は
、
撮
影
対
象
と
し
て
も
か
ま
わ
な

い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
個
人
の
住
居
の
表
札
と
な
る
と
、
個
人
情
報
で
あ
る
の

で
、
い
か
に
学
術
的
利
用
（
文
字
の
使
用
実
態
の
資
料
と
し
て
は
き
わ
め
て
貴

重
）
と
は
い
え
、
撮
影
対
象
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

こ
の
問
題
は
、
祇
園
祭
の
と
き
の
調
査
に
も
発
生
す
る
。
八
坂
神
社
（
宗
教
法

人
）
の
祭
礼
行
事
で
あ
る
一
方
、
京
都
の
街
に
と
っ
て
は
、
重
要
な
観
光
行
事
で

も
あ
る
。
こ
の
と
き
の
中
心
は
、
祇
園
地
域
か
ら
、
四
条
烏
丸
を
中
心
と
し
た
地

域
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
公
的
（
少
な
く
と
も
観
光
客
向
け
に
オ
ー
プ
ン
な
も

の
）
と
、
私
的
・
宗
教
的
な
も
の
と
が
混
雑
し
た
状
態
に
あ
る
。
と
り
あ
え
ず
資

料
収
集
と
し
て
撮
影
は
す
る
と
し
て
も
、
研
究
資
料
と
し
て
利
用
（
＝
論
文
に
記

述
し
て
よ
い
か
ど
う
か
）
に
つ
い
て
は
、
個
々
に
判
断
す
べ
き
問
題
が
あ
る
と
せ

ざ
る
を
え
な
い
。

（
５
）
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五
─
二

課
題
（
二
）
そ
の
文
字
を
つ
か
う
理
由
は
な
ん
で
あ

る
か

「
祇
園
地
区
の
悉
皆
調
査
」
と
い
う
方
針
で
臨
ん
だ
。
こ
の
調
査
の
過
程
で
気

づ
い
た
こ
と
は
、

（
一
）
ま
ず
、
狭
義
の
「
祇
園
」
の
地
名
は
「
祇
園
町
北
側
／
南
側
」
に
限
定
さ

れ
る
。
せ
い
ぜ
い
、
旧
称
が
祇
園
社
で
あ
る
八
坂
神
社
を
ふ
く
め
る
か
ど
う

か
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
「
祇
園
」
の
地
域
は
、
さ
ら
に
広
い
範
囲

と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
地
名
と
し
て
の
「
祇
園
」
と
、
地
域
の
一
般
的
名

称
と
し
て
の
「
祇
園
」
を
、
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
二
）
そ
の
う
え
で
、
ど
の
地
域
が
、
調
査
対
象
と
な
る
祇
園
地
域
で
あ
る
の
か
、

認
定
の
必
要
が
あ
る
。
幸
い
、「
祇
園
」
は
か
な
り
地
理
的
に
限
定
的
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
地
域
以
外
で
も
、「
祇
園
～
～
」
と
称
す
る
非
文
献
資
料

を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
（
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
か
ら
祇
園

方
面
行
き
の
バ
ス
乗
り
場
案
内
な
ど
は
別
に
し
て
で
あ
る
）。

（
三
）
で
は
、「
祇
園
」
に
あ
っ
て
、「
祇
園
」
を
名
称
と
し
て
名
の
る
必
然
性
・

理
由
が
何
で
あ
る
か
、
問
題
に
な
る
。
例
え
ば
、「
祇
園
郵
便
局
」
は
、
東
山

区
常
盤
町
に
存
在
す
る
。
そ
れ
が
、
何
故
、「
祇
園
郵
便
局
」
の
名
称
で
あ
る

の
か
。
ま
た
、
そ
の
他
の
商
店
・
飲
食
店
な
ど
に
お
い
て
、「
祇
園
～
～
」
と
、

店
名
・
商
品
に
「
祇
園
」
を
冠
す
る
例
は
非
常
に
多
い
。
そ
の
理
由
は
い
っ

た
い
何
で
あ
る
の
か
。
い
わ
ば
、
地
名
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
い
う
現
象
が
観
察

で
き
る
こ
と
に
な
る
。

（
四
）
前
述
し
た
祇
園
地
区
分
類
の
う
ち
、
花
見
小
路
地
区
や
白
川
・
辰
巳
神
社

地
区
で
は
、
あ
ま
り
「
祇
園
」
の
文
字
を
目
に
す
る
こ
と
が
な
い
。
こ
れ
は
、

景
観
の
保
全
に
配
慮
し
て
、
こ
と
さ
ら
に
目
立
つ
看
板
な
ど
が
少
な
い
せ
い

も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
、
ま
さ
に
「
祇

園
」
を
代
表
す
る
地
区
で
は
、
わ
ざ
わ
ざ
「
祇
園
」
を
名
に
冠
す
る
必
要
性

が
無
い
と
い
う
理
由
も
考
え
ら
れ
る
。「
祇
園
」
を
冠
す
る
例
が
非
常
に
目

立
つ
の
は
、
地
域
で
い
え
ば
、
四
条
通
と
、
繁
華
街
と
し
て
の
祇
園
地
区
で

あ
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
一
般
向
の
繁
華
街
や
観
光
客
を
顧
客
と
す
る
地

域
と
、
伝
統
的
花
街
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
一
見
さ
ん
お
こ
と
わ
り
」
の
地

域
と
で
は
、「
祇
園
」
を
名
の
る
必
然
性
に
差
違
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
五
）
祇
園
を
名
の
る
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
表
記
を
採
用
す
る
か
が
問
題
に
な

る
。
実
際
の
例
と
し
て
は
、

「
祇
園
」（
漢
字
表
記
）

「
祇
お
ん
」「
祇
を
ん
」（
祇
の
み
漢
字
の
交
ぜ
書
き
）

「
ぎ
お
ん
」「
ぎ
を
ん
」「
ギ
オ
ン
」（
仮
名
表
記
）

「GION

」（
ロ
ー
マ
字
表
記
）

な
ど
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
で
、「
祇
園
」
と
す
べ
て
漢
字
で
書
く
か
、「
祇
お

ん
」「
祇
を
ん
」
と
交
ぜ
書
き
で
書
く
場
合
に
、
よ
う
や
く
「
祇
（
ネ
）」
か

「
祇
（
示
）」
か
が
、
問
題
と
な
る
。
な
お
、
交
ぜ
書
き
の
場
合
、「
ぎ
園
」

の
例
は
発
見
で
き
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、「
祇
」
と
い
う
漢
字
一
字
の
持
っ

て
い
る
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ
と
理
解
で
き
る
。

（
六
）
つ
ま
り
、
非
文
献
資
料
を
文
字
の
資
料
と
す
る
場
合
、
そ
の
文
字
を
つ
か

う
必
然
性
・
理
由
に
つ
い
て
の
考
察
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
、
こ
れ
は
非
文
献
資
料
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
通
常
の
書
籍
・
文
書

非
文
献
資
料
に
よ
る
文
字
論
の
課
題
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な
ど
の
文
献
資
料
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
今
回
の
筆

者
の
こ
こ
ろ
み
た
非
文
献
資
料
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
点
が
、
よ
り
明
瞭
に

な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
文
字
使
用
の
社
会
言
語
学
の
観
点
か
ら
の
ア

プ
ロ
ー
チ
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

五
─
三

課
題
（
三
）
祗
園
は
誤
字
で
あ
る
と
言
え
る
か
ど
う
か

漢
和
辞
典
を
見
れ
ば
、「
祇
」
と
「
祗
」
の
二
字
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
（
こ
の
場

合
は
、「
し
め
す
へ
ん
」
で
は
な
く
「
つ
く
り
」
の
方
が
問
題
）。
漢
字
と
し
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
別
の
字
で
あ
る
。
辞
書
に
よ
り
差
違
は
あ
る
が
、
お
お
む
ね
次
の
よ
う

に
記
述
さ
れ
る
。

（
一
）「
祇
」
は
、
音
は
「
キ
・
ギ
／
シ
」
で
、「
く
に
つ
か
み
」
の
意
で
あ
り
「
神

祇
」
と
し
て
の
用
法
が
あ
る
。
ま
た
、「
た
だ
・
ま
さ
に
」
と
訓
ず
る
。

（
二
）「
祗
」
は
、
音
は
「
シ
」
で
、「
つ
つ
し
む
」
あ
る
い
は
「
た
だ
・
ま
さ
に
」

と
訓
ず
る
。

そ
し
て
、
双
方
と
も
に
、「
祇
」
と
「
祗
」
は
別
字
で
あ
る
旨
が
、
注
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
を
、
逆
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
注
記
が
必
要
で
あ
る

ほ
ど
、
実
際
の
使
用
例
と
し
て
は
、
混
同
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

現
実
に
、「
祇
園
」
に
つ
い
て
調
査
す
る
と
、
か
な
り
の
「
祗
園
」
の
事
例
が
見

い
だ
せ
る
。
祇
園
地
域
を
あ
る
い
て
、
そ
の
目
で
さ
が
す
な
ら
ば
、
非
文
献
資
料

と
し
て
、
店
の
看
板
な
ど
で
、
す
ぐ
に
見
つ
か
る
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
、
文
献

資
料
と
し
て
の
地
図
・
観
光
ガ
イ
ド
な
ど
で
も
、
い
く
つ
か
の
事
例
が
採
取
で
き

る
。記

述
的
な
言
語
研
究
は
、
実
際
の
用
例
を
重
ん
じ
る
。
文
字
・
表
記
の
研
究
に

お
い
て
は
、
辞
書
の
規
範
と
は
別
に
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る
か

が
研
究
対
象
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
は
、「
祗
園
」
の
表
記
は
、
規
範
か
ら
は
ず

れ
た
誤
字
・
誤
用
で
は
な
く
、
一
種
の
慣
用
的
な
標
準
表
記
の
ひ
と
つ
で
は
な
い

か
と
、
判
断
さ
れ
る
。
そ
れ
ほ
ど
に
、
実
際
の
使
用
例
が
多
い
。

な
お
、
現
在
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
日
本
語
入
力
シ
ス
テ
ム
（
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
・
Ｍ
Ｓ

Ｉ
Ｍ
Ｅ
や
携
帯
電
話
）
で
は
、「
ぎ
お
ん
」
か
ら
変
換
す
る
と
「
祇
園
」
と
「
祗
園
」

の
両
方
が
出
る
。
し
た
が
っ
て
、
ワ
ー
プ
ロ
作
成
文
書
に
お
い
て
は
、
誤
記
と
あ

つ
か
う
こ
と
も
で
き
る
（
使
い
手
が
正
し
い
表
記
を
知
ら
な
い
と
い
う
意
味
に
お

い
て
）。
し
か
し
、
非
文
献
資
料
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
依
存
し
て
は
い
な
い
。

既
に
そ
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
述
べ
た
よ
う
に
、
伝
承
さ
れ
る
文
字
で
あ
る
。

「
祗
園
」
は
単
な
る
誤
字
で
あ
る
と
言
い
切
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
近
世
の
文
献
資
料
に
よ
る
裏
づ
け
も
と
れ
る
。
例

え
ば
、
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

「
書
物
と
絵
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／
京
都
名
所
図
閲
覧
シ
ス
テ
ム
」
で
、「
祇
園
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
検
索
す
る
と
、
か
な
り
例
の
「
祗
園
」
の
表
記
例
を
見
い
だ

せ
る
。
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
浮
世
絵
・
名
所
図
絵
を
見
る
か
ぎ
り
、
近
世

に
お
い
て
は
、「
祗
園
」
の
方
が
普
通
の
表
記
で
は
な
か
っ
た
か
と
さ
え
思
わ
れ

る
。「

祇
」
と
「
祗
」
に
つ
い
て
の
歴
史
的
変
化
に
つ
い
て
は
、
浮
世
絵
・
名
所
図

絵
の
他
、
辞
書
な
ど
、
各
種
の
歴
史
的
文
献
資
料
と
の
総
合
的
な
比
較
考
察
が
必

要
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

（
６
）
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五
─
四

課
題
（
四
）
音
声
言
語
に
対
す
る
書
記
言
語
の
位
置

づ
け

「
祇
園
」
で
は
問
題
な
い
が
、
考
え
る
べ
き
こ
と
と
し
て
、
書
記
言
語
と
音
声

言
語
の
対
応
関
係
が
あ
る
。
文
字
は
、
こ
の
う
ち
書
記
言
語
を
に
な
う
も
の
で
あ

る
。京

都
に
お
け
る
端
的
な
事
例
は
、「
七
条
」
の
読
み
方
の
問
題
が
あ
る
。
例
え

ば
、
京
阪
電
車
・
京
都
市
バ
ス
の
バ
ス
停
・
七
条
通
と
交
差
す
る
各
交
差
点
の
表

示
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
本
稿
で
い
う
非
文
献
資
料
と
し
て
あ
つ
か
う
な
ら
ば
、

表
記
と
し
て
は
「
し
ち
じ
ょ
う
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
京
都
に
住
ん
で
い
る
人
間

は
、
通
常
、「
し
ち
じ
ょ
う
」
と
は
言
わ
ず
に
、「
な
な
じ
ょ
う
」
と
言
っ
て
い
る

は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
京
都
方
言
に
つ
い
て
、

（
一
）
音
声
言
語
に
つ
い
て
調
査
し
記
録
す
る
場
合
は
、「
な
な
じ
ょ
う
」
が
多
く

出
現
す
る
。

（
二
）
書
記
言
語
と
し
て
の
非
文
献
資
料
（
文
献
資
料
を
も
ふ
く
め
る
こ
と
に
な

る
が
）
で
は
、「
し
ち
じ
ょ
う
」
が
記
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
場
合
、
ど
ち
ら
が
優
先
的
か
と
い
う
問
題
で
は
な
く
、
そ
の
差
違
を
総
合

的
に
と
ら
え
る
視
点
が
重
要
で
あ
る
。
交
差
点
・
駅
名
の
表
示
な
ど
が
画
像
デ
ー

Shichijo

タ
と
し
て
残
っ
た
場
合
、「
し
ち
じ
ょ
う
／

」
と
し
て
残
る
。
し
か
し
、

実
際
に
人
々
が
、
音
声
言
語
と
し
て
発
話
し
て
い
る
の
は
「
な
な
じ
ょ
う
」
で
あ

る
。
こ
れ
を
総
合
的
な
観
察
記
録
と
し
て
残
し
、
分
析
す
る
こ
と
が
、
日
本
語
研

究
に
は
も
と
め
ら
れ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
も
、
書
記
言
語
と
し
て
の
非
文
献
資
料

の
収
集
・
保
存
は
、
価
値
の
あ
る
も
の
と
認
定
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
（
７
）

五
─
五

課
題
（
五
）
文
字
研
究
に
お
け
る
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
可
能
性

「
祇
園
」
の
調
査
の
結
果
と
し
て
、
筆
者
は
、
文
字
使
用
の
位
相
的
・
地
理
的

偏
倚
を
、
結
論
と
し
て
得
て
い
る
。
こ
の
う
ち
位
相
的
偏
倚
と
し
て
は
、
伝
統
的

な
花
街
の
風
情
を
保
全
す
る
意
識
の
あ
る
地
域
と
、
そ
う
で
は
な
く
現
代
的
庶
民

的
で
あ
ろ
う
と
す
る
地
域
の
、
性
格
の
差
違
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
は
同
時
に
、
地
理
的
な
分
布
の
偏
倚
と
し
て
も
観
察
さ
れ
る
事
象
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
当
然
、
将
来
の
研
究
課
題
と
し
て
は
、
文
字
研
究
に
お
け
る
Ｇ

Ｉ
Ｓ
（
空
間
情
報
処
理
）
の
導
入
と
い
う
方
向
が
考
え
ら
れ
る
。

（
一
）
本
稿
で
あ
つ
か
う
非
文
献
資
料
の
収
集
に
は
、
そ
の
撮
影
場
所
と
時
刻
の

精
確
な
記
録
が
不
可
欠
で
あ
る
。
祇
園
地
区
内
部
の
地
理
的
偏
倚
に
つ
い
て

は
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
の
街
区
の
位
置
特
定
が
必
須
で
あ
る
。

JPEG

（
二
）
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
は
、
通
常
は

形
式
で
画
像
保
存
す
る
。
デ
ジ
タ

Exif

ル
カ
メ
ラ
に
は
時
計
が
内
蔵
さ
れ
て
お
り
、
撮
影
時
刻
が
自
動
的
に

フ

ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
る
。
し
か
し
、
撮
影
場
所
の
特
定
は
困
難
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
、
筆
者
の
調
査
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
非
文
献
資
料
を
撮
影
す
る
と

同
時
に
、
そ
の
周
辺
の
風
景
を
、
広
角
レ
ン
ズ
で
撮
影
し
て
お
く
と
い
う
こ

と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
現
実
に
は
、
祇
園
地
区
は
非
常
に
限
定
的
で
あ
る
の

で
、
お
お
む
ね
記
憶
の
範
囲
で
も
位
置
特
定
に
つ
い
て
の
処
理
が
可
能
で
は

あ
っ
た
。
し
か
し
、
祇
園
祭
の
と
き
は
、
そ
の
数
日
間
し
か
街
頭
に
現
れ
な

い
「
祇
園
」
の
文
字
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
も
の
の
精
確
な
位
置
の
記
録
は
、

か
な
り
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
他
の
文
字
に
つ
い
て
同
様
な
調
査
を
お
こ
な

う
場
合
、
精
確
な
位
置
の
記
録
は
、
き
わ
め
て
煩
雑
で
困
難
な
仕
事
と
な
る
。

（
８
）

非
文
献
資
料
に
よ
る
文
字
論
の
課
題

七
〇



Exif
（
三
）
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
画
像
の

フ
ァ
イ
ル
に
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
情
報
を
付
加
で
き

れ
ば
、
何
時
・
何
処
で
撮
影
し
た
画
像
で
あ
る
か
が
、
精
確
に
記
録
で
き
る
。

つ
ま
り
、
撮
影
位
置
の
緯
度
経
度
情
報
が
記
録
で
き
れ
ば
、
デ
ジ
タ
ル
地
図

に
お
い
て
、
確
実
に
ど
の
場
所
で
あ
る
か
が
特
定
可
能
に
な
る
。

（
四
）
そ
の
結
果
と
し
て
は
、
文
字
言
語
地
図
の
作
成
が
可
能
に
な
る
。
日
本
語

研
究
の
分
野
に
お
い
て
は
、
言
語
地
図
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
作
成
が
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
各
研
究
者
が
そ
れ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
手

法
の
応
用
と
し
て
、
文
字
言
語
地
図
が
作
製
で
き
れ
ば
、
各
種
の
文
字
・
表

記
に
つ
い
て
、
非
文
献
資
料
を
利
用
し
て
、
方
言
の
よ
う
な
地
理
的
な
違
い

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
文
字
論
に
お
い
て
も
、
新
し
い
研
究
領

域
の
開
拓
に
つ
な
が
る
。
こ
の
具
体
的
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
「
そ

ば
」
の
例
を
参
照
。

六

祇
園
以
外
の
非
文
献
資
料
調
査
例

筆
者
が
こ
れ
ま
で
に
こ
こ
ろ
み
て
い
る
、
非
文
献
資
料
に
よ
る
調
査
事
例
と
し

て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

（
一
）
葛
野

京
都
の
街
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
、
非
文
献
資
料
に
よ
る
文
字
使

用
の
実
態
調
査
と
し
て
「
葛
野
（
か
ど
の
）」（
京
都
市
右
京
区
）
に
つ
い
て

も
、
ほ
ぼ
悉
皆
的
に
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
次
の
よ
う
な

現
象
が
観
察
で
き
て
い
る
。

①
葛
野
大
路
の
四
条
通
～
高
辻
通
近
辺
に
か
け
て
は
、
自
動
車
関
係
の
業
者

が
集
中
的
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
店
名
を
観
察
す
る
と
、「
葛
野
」
を
名
の

る
場
合
で
も
、
多
く
は
「
か
ど
の
」「
カ
ド
ノ
」
と
仮
名
表
記
で
あ
る
。
あ

（
９
）

る
い
は
、「
葛
野
」
で
は
な
く
「
右
京
」
を
名
の
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、

「
祇
園
」
と
は
逆
に
、「
葛
野
」
を
漢
字
表
記
す
る
こ
と
を
避
け
て
い
る
事

例
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
非
文
献
資
料
の
調
査
に
よ
っ
て
こ
そ
、
は
っ

き
り
と
判
明
す
る
事
象
で
あ
る
。

②
京
都
の
葛
野
で
は
、
漢
字
表
記
す
る
場
合
「
葛
（
人
）」
を
使
用
す
る
傾
向

78JIS

が
見
て
と
れ
る
。
一
方
、
京
都
市
バ
ス
の
表
記
が
、「
葛
（
人
）」（

・

0213
83JIS

漢
字
体
）
か
ら
「
葛
（
ヒ
）」（

漢
字
体
）
に
変
更
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
、「
祇
園
」
と
は
、
逆
の
方
向
に
字
体

が
変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

（
二
）
そ
ば

文
字
使
用
の
地
理
的
偏
倚
研
究
の
こ
こ
ろ
み
の
第
一
段
階
と
し
て
、

筆
者
は
、「
そ
ば
（
蕎
麦
）」
の
表
記
に
つ
い
て
、
調
査
を
開
始
し
つ
つ
あ
る
。

兵
庫
県
の
出
石
（
現
在
は
豊
岡
市
と
合
併
）
は
、
皿
蕎
麦
で
有
名
な
町
で
あ

る
。
径
一
～
二
キ
ロ
ほ
ど
の
範
囲
内
に
、
数
十
軒
の
蕎
麦
屋
が
密
集
し
て
お

り
、
ま
た
、
蕎
麦
を
材
料
に
し
た
土
産
物
な
ど
も
多
く
販
売
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
六
年
八
月
の
調
査
結
果
を
、
中
間
報
告
的
に
述
べ
る
と
、

①
出
石
に
お
け
る
蕎
麦
の
表
記
は
、
普
通
の
平
仮
名
字
体
で
「
そ
ば
」
が
通

常
で
あ
る
。

②
ま
れ
に
漢
字
表
記
の
「
蕎
麦
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
変
体
仮
名
「
楚
者
」（
仮
名
字
母
で
表
記
）
は
、
一
軒
の
蕎
麦
店
の
一
枚
の

看
板
に
の
み
見
つ
け
ら
れ
る
。
き
わ
め
て
例
外
的
な
一
例
の
み
で
あ
る
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
③
の
点
で
あ
る
。
東
京
な
ど
で
は
、
変
体
仮
名
で
書
い

た
「
楚
者
」
の
表
記
は
決
し
て
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
ご
く
普
通
の

蕎
麦
屋
の
表
記
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
常
的
な
食
べ
物
で
あ
る
蕎
麦
に
つ
い
て
も
、
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そ
の
店
舗
で
の
表
記
に
は
、
地
域
差
が
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
他
地
域
で
資
料
収
集
と
比
較
検
討
に
よ
る
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
お
き

た
い
。

七

付
記
お
よ
び
謝
辞

本
稿
は
、
第
九
四
回
訓
点
語
学
会
で
の
研
究
発
表
『
京
都
に
お
け
る
「
祇
園
」

の
表
記
の
実
態
─
非
文
献
資
料
に
よ
る
文
字
史
の
こ
こ
ろ
み
─
』（
二
〇
〇
六
年

五
月
一
二
日
、
於
東
京
学
芸
大
学
）
を
基
本
と
し
て
い
る
。
こ
の
発
表
の
文
字
研

究
と
し
て
の
結
論
部
分
は
、「
京
都
の
「
祇
園
」
の
表
記
─
「
し
め
す
へ
ん
」
を
ど

う
書
く
か
─
」
と
し
て
、『
国
語
文
字
史
の
研
究
』（
第
十
号
、
和
泉
書
院
）
に
、

論
文
と
し
て
発
表
す
る
こ
と
と
し
た
。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
研
究
発
表
・
論
文
の
資

料
と
し
た
非
文
献
資
料
の
と
り
あ
つ
か
い
を
め
ぐ
る
資
料
論
・
方
法
論
に
つ
い
て

考
察
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
紀
要
に
、
研
究
ノ
ー
ト
と
し
て
発
表
す
る
こ
と
と
し

た
次
第
で
あ
る
。

本
稿
に
記
し
た
一
連
の
祇
園
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
横
山
詔
一
・
高
田
智
和

（
国
立
国
語
研
究
所
）、
笹
原
宏
之
（
早
稲
田
大
学
）
の
各
氏
よ
り
、
貴
重
な
御
助

言
御
助
力
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
深
く
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

註（
１
）
阿
辻
哲
次
（
二
〇
〇
六
）、
九
一
頁

JIS
X
0213:2004

W
i

（
２
）『

』
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
製
の
次
期

ndowsVista
W
indowsXP

（
本
稿
執
筆
時
点
で
は

）
に
実
装
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
た
だ
し
、
祇
園
社
の
名
称
が
何
に
由
来
す
る
か
は
、
不
明
の
よ
う
で
あ
る
（
八

坂
神
社
Ｈ
Ｐ
に
よ
る
）。

OLYM
PUS

（
４
）
筆
者
が
主
と
し
て
利
用
し
た
カ
メ
ラ
は
、

E
-1

14

、
レ
ン
ズ
は

-54

（f2.8
-3.5

）
で
あ
る
。
こ
の
カ
メ
ラ
と
レ
ン
ズ
で
撮
影
可
能
な
資
料
が
対
象
と
な

っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
５
）
祇
園
調
査
の
場
合
、
現
実
に
は
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
が
存
在
す
る
。
国
際
的
な
観
光

地
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、
著
名
な
飲
食
店
、
八
坂
神
社
、
祇
園
甲
部
歌
舞
練
場
、

な
ど
は
、
そ
れ
を
目
指
し
て
観
光
客
が
お
と
ず
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
撮
影
の
対

象
・
資
料
収
集
の
許
容
範
囲
内
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

http://www.arc.ritsum
ei.ac.jp/db1

（
６
）

/kyotom
eisyo/index.htm

立
命
館
大
学

ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
／
京
都
名
所
図
閲
覧
シ
ス
テ
ム

（
７
）
な
ぜ
、「
な
な
じ
ょ
う
」
に
な
る
か
と
い
え
ば
、
次
の
理
由
が
あ
る
。
京
都
方
言

に
お
い
て
は
、「
し
ち
／
ひ
ち
」
の
区
別
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、「
七
条
」

の
他
に
「
一
条
」「
四
条
」
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
通
り
の
名
称
と
区
別
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
、
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
語
一
般
の
現
象
と
し
て
、「
し
ち
」
と
「
な

な
」
は
入
れ
替
わ
り
や
す
い
性
質
を
持
っ
て
い
る
。

（
８
）
文
字
使
用
の
地
理
的
偏
倚
に
つ
い
て
の
最
近
の
研
究
と
し
て
は
、
笹
原
（
二
〇

〇
七
ａ
・
ｂ
）
が
あ
る
。

（
９
）
本
稿
執
筆
時
点
の
直
前
に
な
っ
て
、
ソ
ニ
ー
社
製
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
用
Ｇ
Ｐ

GP

Ｓ
レ
シ
ー
バ
ー
（

S
-CS1K

）
が
市
販
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

Exif

の

デ
ー
タ
と
し
て
記
録
さ
れ
た
撮
影
時
刻
情
報
と
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
、
緯
度

Exif

経
度
情
報
を

デ
ー
タ
に
追
加
し
て
記
録
す
る
も
の
で
あ
る
。
付
属
の
専
用
地

SuperM
appleDigiatlVer.7

forSony

図
（

、
昭
文
社
）
を
つ
か
え
ば
、
画
像
デ

ー
タ
の
フ
ァ
イ
ル
を
マ
ウ
ス
で
ド
ラ
ッ
グ
し
て
入
れ
る
だ
け
で
、
当
該
場
所
の
地

図
を
、
画
像
デ
ー
タ
と
と
も
に
表
示
す
る
。
一
般
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
が
Ｇ
Ｐ
Ｓ

機
能
を
内
蔵
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
時
間
の
問
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
の

Exif2.1

機
種
（

以
上
に
対
応
）
で
も
つ
か
え
る
汎
用
性
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
、

Exif
今
後
の
調
査
に
活
用
で
き
る
と
期
待
し
て
い
る
。
ま
た
、
追
記
さ
れ
た

情
報

の
中
か
ら
、
緯
度
経
度
情
報
を
と
り
だ
し
て
、
再
利
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
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